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高強度レーザーを物質に照射すると X 線や高エネルギー
イオンなどの量子ビームが生成されますが、ナノフォト
ニクスの知見を利用して物質に微細構造をもたせること
で、そのエネルギーをほとんど粒子に変換することがで
きます。この性質は粒子線がん治療、高輝度 X 線による
モノ作りなどの産業応用のみならず、レーザー核融合と
いったエネルギー生成など様々な応用が期待されていま
す。バイオや化学などといった様々な分野の専門家と協
業を進めており、我々の研究が社会実装されることを目
指して研究を行っています。
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ナノフォトニクスと高強度場の融合による
極限状態を利用した高輝度量子ビーム生成
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• 自動運転や遠隔医療といった近未来の多様なアプリ
ケーションを支えるために、従来よりも大容量・低消
費電力・低遅延の光通信ネットワークが求められます。
次世代光通信ネットワークを実現するための、革新的
な光通信方式や光信号処理の研究を行っています。

• 従来の光→電気→光変換をなくすための光信号処理技
術の開発、および、光デバイス設計・開発に取り組ん
でいます。

• 最近では、光通信の送受信システムに機械学習を応用
する研究に取り組んでいます。
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近未来のスマート社会を支えるフォトニックネットワーク
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